
〝
ガ
ス
以
外
の
商
材
〞が
活
躍
す
る
領
域
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
ア
デ
ィ

テ
ィ
ブ
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ（
金
属
3
D
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）と
さ

ま
ざ
ま
だ
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
は
、
M
O
C
V
D
装
置
で
つ
く
ら

れ
る
化
合
物
半
導
体
が
、
顔
認
証
の
セ
ン
サ
ー
や
、
次
世
代
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用

光
デ
バ
イ
ス
、
第
5
世
代
移
動
通
信
技
術（
5
G
）向
け
の
高
周
波
デ
バ
イ
ス

な
ど
と
し
て
需
要
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
欧
米
を
中
心
に
普
及
し
つ

つ
あ
る
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
で
は
、
T
N
S
C
が

溶
接
ガ
ス
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
る
。
既
に
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー

の
開
発
を
行
う
米
国
企
業
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
お
り「
普
及
す
れ
ば
産
業
ガ

ス
の
拡
販
に
つ
な
が
る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
少
な
い
。
米
国
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
金
属
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
有
用
性
を
ア
ジ
ア
へ
訴

え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、効
果
的
な
運
用
法
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
さ
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
二
人
は
意
気
込
ん
で
い
る
。

今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め
る
た
め
に
は
、
海
外
拠
点
と
の
協
力
が
欠

か
せ
な
い
。
開
発
本
部
が
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
本
部
が
世
界
各
地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
を
集
め
、
海
外
現
地
法
人

と
協
力
し
、海
外
に
対
し
て
開
発
製
品
を
販
売
す
る
。「
情
報
を
す
り
合
わ
せ
て
、

市
場
に
打
っ
て
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
開
発
製
品
の
方
向
性
・
優
先
順
位
を
決
め
、

海
外
現
地
法
人
と
協
力
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
人
員
・
資
金
を
効
率
的
に
運
用
し

て
い
く
こ
と
が
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
成
功
の
鍵
で
す
」と
新
井
さ
ん
。「
新

し
い
開
発
製
品
の
普
及
は
、
産
業
ガ
ス
事
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
も
つ
な
が

る
」と
渡
邉
さ
ん
は
他
事
業
へ
の
好
影
響
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
T
N
S
C

グ
ル
ー
プ
全
て
を
巻
き
込
む
革
新
が
始
ま
っ
て
い
る
。

大
陽
日
酸（
T
N
S
C
）が
開
発
を
進
め
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
新
技
術
が
今
、

日
の
目
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
事
業
化
す
る
た
め
、
2
0
1
8

年
、
大
き
な
組
織
再
編
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
国
際
事
業
本
部
内
に
あ
っ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
を
独
立
さ
せ「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
」を
新

設
。
M
O
C
V
D
※
と
い
う
、
L
E
D
な
ど
に
使
わ
れ
る
化
合
物
半
導
体
の

製
造
装
置
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
部
門
だ
が
、
今
後
は
、
収
益
化
が
見
込
め
る

開
発
製
品
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
販
売
も
担
っ
て
い
く
。
ま
た
、
国
際
事
業

本
部
の
中
に
あ
っ
た
事
業
開
発
部
も
分
離
さ
れ
、
基
礎
研
究
機
能
と
統
合
し
た

開
発
本
部
に
移
管
。
事
業
開
発
と
研
究
活
動
の
連
携
を
強
め
た
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
で
取
り
扱
っ
て
い
く
商
材
に
つ
い
て
は
、
空
気

分
離
装
置
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消
の
産
業
ガ
ス
商
材
と
は
違
っ
た
視
点
や
ア

プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
戦
略
が
不
可
欠
」と
、
開
発
本
部
の
渡
邉
さ
ん
は
、
組
織
再

編
の
理
由
を
語
る
。
T
N
S
C
は
過
去
10
年
の
間
に
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
、
海
外
企
業
と
積
極
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
ん
で
商
材
を
増
や
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
T
N
S
C
の
ガ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
関
わ
り
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は“
ガ
ス
以
外
の
商
材
”で
あ
る
。「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
開
発
を
同
時
進
行
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
販
路
を
拡
大
し
て
い
く

に
は
、
ガ
ス
以
外
の
商
材
で
あ
る
M
O
C
V
D
で
の
営
業
経
験
を
持
つ
我
々
の

力
が
必
要
だ
」と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
の
新
井
さ
ん
も
口
を
そ
ろ
え
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

開
発
の
連
携
で

新
た
な
事
業
の

柱
を
立
て
る

T
N
S
C
の
活
躍
が
見
込
ま
れ
る
新
た
な
事
業
領
域

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
産
業
ガ
ス
事
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー

今回紹介するのは…

大陽日酸

大陽日酸の
イノベーション戦略

イノベーション事業本部／開発本部　

□ 開発製品などの事業化を加速するため
に組織を再編した

□ 開発製品群は、さまざまな領域で需要
拡大が見込まれている

□ 拡販のためにはマーケティングと新ビジ
ネスモデルの構築が不可欠

Vol .4

グループの今にフォーカス！
グループの今にフォーカス！“

ガ
ス
以
外
の
商
材
”
を
売
る
た
め
の
組
織
再
編

最 前 線 よ り

収益の飛躍的拡大をめざして

　マチソン・トライガス社アドバンスト・テクノロジ・
グループ（以下、ATG）エグゼクティブ・バイスプ
レジデントのRick Koweyです。ATGのミッショ
ンは、世界のハイテク市場でTNSCグループの
地位を高めることです。2014年、まずは北米
でMOCVD装置の拡販に注力し、家庭用・産
業用を問わず最新のLED照明、レーザー、パ
ワーエレクトロニクス向けに活動し、複数の受
注を獲得しました。この1年で、成長著しいアディ
ティブ・マニュファクチャリング、バイオメディカ
ル分野にも活動を拡大しました。ATGのメンバー
は、分野別リーダーのMayank Bulsara（化合
物半導体）とPaul Taylor（アディティブ・マニュファ
クチャリング）、Dave Zunzanyika（バイオメディ
カル）、Junko Lindberg（マーケティング全般お
よび総務）で構成されています。ATGはTNSCの
研究開発部門や事業開発部門と協力し、開発
の成果を利益に結び付けるべく励んでいます。

右から 開発本部  事業開発統括部長（工学博士）渡邉 忠治さん、
イノベーション事業本部  営業部長 新井 孝幸さん

マチソン・トライガス社
Advanced Technology Group

Rick Koweyさん

MOCVD装置NeoKelvin-Turbo

金属 3DプリンティングInnova-Jet Swing

MOCVD装置は、高温に加熱された基板に有機
金属のガスと特殊材料ガスを吹き付けることで、
基板上に半導体の結晶膜を成膜する装置です。
使用する有機金属や材料ガスの種類によってさ
まざまな半導体を成膜でき、その厚さを数nm
の範囲に制御することができます。MOCVD装置
はLEDやセンサー、パワーデバイスといった半
導体素子の作製に用いられています。

超電導ケーブルをはじめとする高温超電導電
力機器は、液体窒素等の冷媒を循環させ
冷却を行っています。開発したネオン冷凍機
（NeoKelvin-Turbo）を用いて冷媒を冷却すること
で温度を-200℃程度に保ち、高温超電導電力
機器の安定的な運転を実現しています。冷凍能
力2kWと10kWの2機種を商品化しており、冷
却対象の種類や規模に適した利用が可能です。

金属3Dプリンティングは、任意の形状の造形物
を精度良く造形できるため、航空宇宙や医療など
の先端技術分野での応用が始まっています。３D
プリンティングの造形品質は、雰囲気ガスによっ
て大きく影響されることから、当社ガスコントロー
ル技術の応用が期待されています。造形後の熱
処理プロセスの最適化や原料である金属パウ
ダーなどの関連製品の開発にも取り組んでいます。

Innova-Jet Swing は流体の自励振動と呼ばれる
現象を応用し、火炎を駆動部なしにスイングさ
せることを可能としたバーナです。当社技術の酸
素富化燃焼による高温火炎と組み合わせること
で、広い範囲を1本のバーナで効率良く加熱で
きます。これまで製鉄やガラス分野向けに商品
化しており、さらなる応用展開を進めています。

イノベーション事業本部
技術部　プロセス課
富田 優志さん

開発本部  
プロジェクト推進統括部
超電導プロジェクト
尾崎 信介さん （左）
石井 政輝さん （右）

開発本部　山梨研究所　
加工技術部　技術課　
天野 宏紀さん

開発本部　山梨研究所
燃焼技術部　技術課
山口 雅志さん

MOCVD装置は半導体素子を作製する小さ
な工場であり、性能だけでなく、生産コス
トや扱いやすさといった多様な要求に応え
る必要があります。培ってきた技術を活か
し、要求に応えられるよう開発を進めます。

当社の基盤技術である低温工学や回転機
械のノウハウを応用して開発した世界初の
超電導電力機器冷却用の冷凍機です。超
電導社会の発展に貢献できるよう、今後
も開発にまい進します。

多くの現象から構成される金属積層造形
に対し、自身の好奇心が湧き上がります。
今後は、複雑なメカニズムを解明し、これ
までにない金属積層造形に適したガスを
開発したいと考えています。　

自励振動は古くから知られた現象ですが、
バーナに適用した例はほとんどありません。
当社では本開発で培った技術を元に現在
も超音速流への適用やさまざまな用途への
応用展開を進めており、当社の独自技術と
して地位を確立できればと考えています。

期 待 され るイノベ 　  ー ション 製 品 群

※ 

M
O
C
V
D
と
は

有
機
金
属
化
学
気
相
成
長
法
の
こ
と
。
シ
リ
コ
ン
や
サ
フ
ァ
イ
ヤ
な
ど
の
ウ
ェハー
上
で
、
原
料
と
な
る
有
機
金
属

を
含
ん
だ
材
料
と
キ
ャ
リ
ア
ガ
ス
を
高
温
で
分
解
・
化
学
反
応
さ
せ
る
技
術
で
、
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
や
L
E
D

と
い
っ
た
化
合
物
半
導
体
の
製
造
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

マチソン・トライガス社ATGの
Mayankさん（左）とJunkoさん（右）
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